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(1)ハ イ ・フ ァー ミング発生の時代背景
高度集約農業(highfarming)を発生せ しめた時代背景 として,と くに次 の4
つ の要 因をあげ ることが できる。
第1に は,1760年から1840年にかけての第2次 土地 囲込み(secondenclosure),
と くに 「議会的土地囲込み」(parliamentaryencl・sure)の推進 と完了に よる中世
封建制的 な 「開放耕地制度」(openfieldsystem)の完全な排除,そ れを 基 礎 に
して存立 していた 小農民経営 の完全 な崩壊 に よって,近 代的,あ るいは近代的
指 向を もった大土地所有制度 が確i立した ことであ る。それに よって資本主義的
で,し か もより集約的 な農業経営が展開で きるようになった ことで あ る(ノ ー
フォーク農業は,高度集約農業への発展過程にあった農業形態であったが,近代的大土
地所有制度が確立しつつあった過程,すなわちそれが完全に確立しなかった時代におけ
る資本主義的農業であったので,そ こには技術的 ・経済的意味において限界があ った と
言い うる)。
第2に は,1813年から1837年にいた るまでの3度 にわた る農業不況を内包 し
た 「イギ リス農業 の最暗黒時代」において,低 穀物価格 の状態 が長期間にわた
って持続 された ことであ る。 さらにそれ に対す る相殺的 な運動 として,農 ・畜
産物 を より大量 に増産 して価格 の低落 した部分を とりもどさざるをえない経済
的情況が到来 した ことであ る。
2明 大 商 学 論 叢(]40)
第3に は,産 業革命 の完了に伴 って,① 個人,土 地改 良投資会社,国 家財政
な どを媒介に して,地 主(あ るいは資本家的借地農)の も とへ の土地改良 資 本 と
くに排水事業 資本 の蓄積 と投 資が可能 とな った こと,② 排水事業設備に必要 な
土管の大量生産が可能 とな り,さ らに各種の農業用機械が生産可能 となった こ
と,③ 交通産業 と くに鉄道業 の発生 ・発展に よって,農 ・畜産業に必要 な資材
と労働力,そ れに生産された穀物 ・野菜 ・畜産物 を消i費地にいためずに,速 か
に,し か も大量に輸送す るこ とが可能 とな った ことな どをあげ ることがで きる
(以上第3の 要因全体については,② ハイ ・ファーミングの意義,㈲ 産業革命の成果 と
フ・イ ・ファーミング の中であきらかにする)。
第4に は,1846年に穀物法が廃止 され,近 代産業資本に よる自由貿易体制 が
確立 して安い穀物が外 国か ら大量に輸入 され るのでは ないか とい う,地 主や資
本家 的借地農の不 安をあげ る ことがで きる(実脚 こは,この時代,す なわち 「黄金
時代」には,割安の外国産の小麦が大量に流入することはなかった。 この点については,
拙稿 「1660年から1846年までのイギ リス穀物法の歴史 的意義」(r明大商学論叢』第64巻
第4号,1982年2月),および(4)結語 の中で述べているので割愛する)。
高度集約農業 と第1の 要因 との関係 につ いてみれ ぽ次の通 りであ る。
前述 した ノー ブォー ク農業 は,農 業技術 の内部的未熟 さに よってその発展 を
阻 まれていただけではな く,従 来か らの土地囲込みの不十分さに よって,自 由
に しうる土地を十分確保 できなか った ことに よって も,そ の発展をいち じるし
く阻害 され ていた と言い うる。 イソ グラン ドにおけ る15世紀から17世紀 までの
土地囲込み面積は,744,eOOエrカr(イングラン ドの全土地面積 の2.1パー セン
ト)にす ぎなかったのに対 して,18-19世紀の土地囲込み面積は,6,564,806エ
ー カー(イ ングラン ドの全土地面積の20パー セン ト)に達 していた{1)。
第2次 土地囲込み,と くに18-19世紀 の土地 囲込みには,「個人相互間の合意
に よる土地囲込み」 と 「議会的土地 囲込み」 とがあ り,後 老には,「個 別 法 に
よる土地囲込み」 と 「一般 法に よる土地囲込み」 とがあ る。 「議会 的土 地 囲 込
み」 は,「個別 法に よる土地囲込み」 をその典型 としてい るが,そ の土 地 囲 込
み に関す る法律 の発布件数は,「土地 囲込 み法」が議会 を通過 した アン 女 王 時
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代 の1709年か ら1760年の間に271件,それに対 して1760年か ら1815年の間に
3,289件(その うち1760年から1793年の間に1,355件,1793年から1815年の間に1,934件)
に も増大 した切。
ノー フォー ク農業 が確立 した と言われ てい る1730年代 から、1760年までは,法
律に よらない個人的な土地囲込みが主軸 をなしてお り,「個別法に よる土 地 囲
込み」 は,あ ま り重要で ない存在 であ った とも言われてい る。 したが ってその
ような ことは,ノ ーフ ォー ク農業を よ りい っそ う発展 させ る基盤であるよ りむ
しろそれに必要 な大規模 な農地 の確保を困難に していた面 もあ うた と言い うる。
この よ うな土地囲込みの不十分 さが ノー フォーク農業 の限界をつ くり出した
原因であ り,資 本主義農業 の発展 のためには よりい っそ うの土地囲込みを必要
とした。1760年か ら1840年までの土地囲込みは,ノ ー フォー ク農業のいっそ う
発展 した形態 であ る高度 集約農業 に,そ の農法の展開の場を よ り大規模 に提供
す る こととな った。以上 の よ うな土地囲込みの完了を前提に して,高 度集約農
業 は,1830年代以後そ の時代をむかえる ことに なる。
次に高度集約農業 と第2の 要 因 との関係についてみれば次の通 りであ る。
19世紀 イギ リスの農業経 済史 を概観す る と極端な好況期 と極端な不況期が交
互 に到 来 して い る。 す なわ ち19世紀 は,第1tW・=1799年か ら1815年ま で のナ ポ
レオ ン戦 争 の時代 の うち,1799年か ら1813年ま で の戦争 と産業 革命 の進 展 に よ
る極 端 な農 業 好 況 期=ナ ポ レオ ソ戦 争 中 の絶 頂 期(peakduringtheNapoleon…c
Wars)(3)(ナポ レオ ン戦争中,小 麦価格は,概 して高 く維持 されたが,1コ 一ータ ー当 り
100シリングの大台をこえた のは,1800年113シリング10ペンス,1801年ll9シリング6
ペンス,1810年106シリング5ペ ンス,1812年126シリング6ペ ンス,1813年109シリン
グ9ペ ンスの5回 だけ であった)ω,第2期=1813年 か ら ビク ト リア女 王即 位 の 年
で あ る1837年まで の 「イギ リス 農…業 の最 暗 黒 の時 代」(blackestperi・ds・fEnglish
farming)(5),第3期=1837年か ら1874年まで の37年間 に お よぶ 「前 進 し つ つ あ
る繁 栄 と進 歩 の 時代 」(eraofadvancingprosperityandprogress)(6),第4期=:1875
年 か ら1901年まで の ビク ト リア時 代 の最 後 の26年間 にわ た る「農 業 の逆 境 時 代」
(periodofagriculturaladversity)(?)などの 時期 か ら構 成 され てい た。'
4明 大 商 学 論 叢(142)
1837年か ら1874年までの37年間にお よぶ高度集約農…業 の時代は,「イギ リス
資本制農業 の終局的確立」⑧の時代 であ り,それ は,「議会 的土地囲込み」 の完
了 と1813年か ら1837年まで の 「イギ リス農業の最暗黒 の時代」 の総決算の結果
生 れた ものであ り,よ り具体的には,後 者 の時期におけ る穀物価格 の低落を,
農業生産物を よ り大量 に生産す ることに よって相殺せ ん とす る技術 的 ・経済的
努力の結果生れた ものであ る。
1813年から1837年までの時期におい て とくにめだ った不 況は,1814年か ら
1815年,1821年か ら1823年,1833年か ら1836年にかけての前後3回 にわた る穀
物の 低価 格に よる不況 などであった。戦後最初 の農産物価格 とくに穀物価格 の
下落があ った後,と くに低価格に よる不況は,2つ の短い期間において もっと
も深刻 であ り,い た るところに拡大 した。す なわ ち1821年か ら1823年にかけて
は,家 畜飼育 業 者(fatstockproducers),酪農 業 者(dairymen),穀物 生 産 者
(grainproducers)などが 同じよ うに手痛い打撃 を受けた。 そ し て1833年か ら
1836年にかけ ては,低 価格 に関係 した不況に よる苦情 は,と くに排水設備 のな
い粘土質壌土(undrainedclays)におけ る穀物栽培農場(arablefarms)に主に限
定 された(9L
農産物価格,と くに小麦価格は,(第1表)が 示 してい るよ うに,ナ ポ レ オ
ン戦争 中に比較 して戦後は急速に低落 し,し か も長期低落 の傾 向が顕著であ る。
ナポ レオン戦争 中の イギ リス農業 の不 自然 な繁栄は,大 規模農業経営の利益 を
増大 させただけではな く,18世紀後半 の過程において没落 した と思われていた
小規模 農民経営を一時復活 させ さえ した。 しか し戦後 の長期にわた る農業 危機
の進展 は,小 規模農民経営 に打撃を与え,2度 とたちあがれ ない状態にお とし
入れた側。
しか もそれだけではな く,大 地主たちは,戦 時中高穀物価 格に よる高い地代
取 入を確保す るために,外 部からの多額の借入金に依存 しなが ら,さ かんに荒
蕪 地やそ の他の痩地 な どの開拓を行 なったが,戦 後は急速 に穀物価格が低落 し
て,地 代収入 が思 うに まかせず,借 入金の返済に困 る状態が生 じた。 また資本
家的借地 農な ども,戦 時中は少 々の地代の増加 などにはおかまい なしに大地主
(143)ハ イ ・ファーミングの過程5














































































































































































































































6明 大 商 学 論 叢(144)
るをえ ない状態 に陥 った。
典型 的な四輪作農業 を行 な っていたDorsetshireのabbeymiltonのウ ィリ
ア ム ・イロッ トは,1821年の イギ リス下院に設置 された農 業不況調査委員会で
証 言 し,「100エー カーの耕作 に よって年 間213ポン ド4シ リング7ペ ソスの損
金が生 じた ことを指 摘」 してい る。 また彼は,そ の近隣で1815年以降 「約24,
038エー カー の土地を経営(耕 作)し ていた52人の者が破産 した」 ことを 指摘
してい る倒。
クラパ ム(J.H.Ciapha皿)は,1825年から1830年までの イン グラン ドにおけ
る農場 の規模別分類を試み,100エー カー以下は 小規模農場(smallfarms),100
エー カーから300エー カーは中規模 農場(middlingfarms),300エ一ーカ 一ーから500
エー カーは大規模農…場(largefarms),500エーカー以上は巨大規模農場(exten-
sivefarms)とい うよ うに区別 してい るan。
次に ケアー ド(JamesCaird)は,平均規模 の農場(averageextento正farms)
について,イ ソ グラン ド東部 の穀物栽培農場(cornfarms)につい ては430エー
カーであ り,ミ ッ ドラソ ドや西部地域 の混合農場(mixdfarms)については220
エー カーであ る としてい る⑬。
上述 した ところか ら考えてみ ると,ウ ィ リア ム ・イロッ トが指摘 してい る52
人 の農…業経営者 の倒産は,平 均 してみ ると,農 場規模が1件 当 り462.3エーカ
ーに相当 し,ク ラバ ムや ケアー ドのいずれの分類 において も大規模農場に相当
す るものであ った。以上述べた ところからも明白な よ うに,ナ ポレオ ン戦争後
め不況期におい ては,小 規模農民経営 ばか りでは な く,申 規模農民経営 におい
てももちろんの こと,大 規模農業経営(資 本家的あるいは地主的)に つい て もか
な りの倒産 がみ られた と言 い うる。
ナポ レオン戦争後長期 にわた って,多 くの農業経営が,低 水 準の穀物価格 の
状態 の下で収支 のバ ラソスが とれ ない状態が続いた。 この よ うな状態の中で,
生 き残 った農業経営 は,地 代や利子 に対す る支 出や賃労働 に対 す る支 出は もち
ろんの こ と,そ の他の支 出について も極力削滅す る必要が生 じた。 しか もそれ
らの農業経 営は,上 述の よ うな経 費削減ばか りでは な く,穀 物な どを中心 とし
(145)ハ イ・ファーミングの過程7
た農産物の産出量を極力増大 させ るための計画 と実行 を積極的に展 開す ること
を よぎな くされ た⑭。
(2)ハ イ ・フ ァー ミンゲの意義
ジ ョーソズ(E.LJ・nes)は,高度集約農業 とい う言葉をr保 護に代 る最 良の
方法 としての 自由契約下での高度集約農業』(HighFarmingunderLiberalCove-
nantsthlebestSubstituteforProtection,1848,newed.,1849.)の著者であるケア
ー ドお よび彼の同調者に よって考 えられてい る意味に限定して使用 してい る。
すなわち高度集約農業は,経 済的意味においては,生 産量の増加に よって価格
の下落を相殺 しよ うとす る試 みにおいて,農 業へ の資本の投下量を増加 させ る
ことであ る。 また高度集約農業は,扶 術的意味におい ては,混 合 農 業(mixed
farming)の拡大,す なわち穀物 の生産 と羊お よび牛 のいずれか一方お よび両方
の飼育に関連 した農業制度 の拡大であ る。 ジ ョーソズは,さ らに続けて言 って
いるが,高 度集約農業は,飼 料や穀物の生産,羊 や牛の飼育などの密接に関連
した循環を伴 った ノー フォー ク四 輪 作 制 度(N・rfolkf・ur・C・ursesystem)の発
展的継承物であ る。 ピュジー(PhilipPusey)の言葉を使用すれば,高 度集約農
業(highfarming)は,高度集約畜産業(highfeeding)にほか な ら な い。 す な
わちそれは,購 買 された油粕を大量に家畜に与え,肉 と糞尿を生産 し,そ の糞
尿を購買された人工肥料 とともに,大 量に農耕地に施 して,大 量 の穀物 と大量
の家畜用飼料作 物の生産を促進す るこ とである としてい る⑮。
18世紀 におけ るノーフ ォー ク農業 として知 られていた混合農業は,19世紀に
は,よ り多額 の資本が土地お よびそれに関連す る施設に投入 され て,高 度集約
農業の形態を とるにいた り,大量 の穀物や 肉や牛乳や酪農製品を生産す るにい
た ったam。
アーンル(LordErnle)によれば,当 時,農 業的発展 に著し く貢献 した も の
はなにか とい うと,排 水事業 の拡大,人 工肥料 の発 見,家 畜飼料の購 買の増大,
機械器具 の改良,新 しい アイデ ィア と発明のすみやかな る受入れ などである。
これ らが19世紀中葉におけ る高度集約農業を もた らした契機 となるも の で あ
8明 大 商 学 論 叢(146)
る。 このよ うな農業的発展は,四 輪荷馬車(pack・waggones)が走 っていた 時 代
においては不可能であ った。農業経営者が売 った り,買 った り,必 要 としてい
た ものすべ て,す なわ ち穀物,家 畜,石 炭,道 具,機 械,肥 料,油 粕,手 紙,
新聞な どは,人 間労働力 などの場合 と同様に鉄道に よって,欲 す るところに よ
り迅速 にしか もよ り安 く輸送 された⑰。高度集約 農業の発展は,そ れを も た ら
す諸要 因ない しは諸契機,と くに産業革命に よって登場 した近代的交通手段 の
一種であ る鉄道がいた るところに敷設 されて,そ れ らを どこにで も自由に運 び
うるようになっては じあて可能 とな った。
農業における 「黄金時代」を創 り出した もっとも重要 な ものの一つ として,
交通産業 とくに鉄道をあげ ることがで きる。1838年には,鉄 道 の延長距離数は,
500マイル程度にす ぎなかったが,10年後 の1848年には,そ れは,9倍 す なわ
ち4,500マイルに まで増大 している⑱。 さらに1875年には,そ れ は14,500マ
イノしに まで増大 して,人 間や諸原 ・材料や機械 ・器具は もちろんの こと,一 般
的 な工業 生産物のみな らず,農 業生産物を も大量に輸送す ることが可能 となっ
た。 イギ リスは,産 業革命 に よって登場 した大工業に よる工業的生産物の大量
生産を可能に して,世 界の工場 として君臨したばか りではな く,高度集約農法
を基礎 とした近代 資本主義農業 におけ る 「黄金時代」をむかえ るにいた った。
鉄道 の発展が生産地 と消費地 との間の輸送時間を著 しく短縮す るこ ととな り,
高度集約農業に よって,大 量に生産 された農産物を,従 来の よ うに あま りいた
め ることな く消費地に輸送す ることができるよ うに なった。す なわち痛みやす
い野菜や果物,そ して従来は非常に輸送 しに くかった家畜 な どを も迅速に,し
か もほ とん ど目減 りす ることな く,産 地か ら市場ないしは消費地に輸送す るこ
とが可能 となった⑲。
ケアー ドは,1850-1851年当時におい ては,パ ンが,な おいぜん として一般
消費大衆に とって主要 な消費物資であったが,賃 金の高い工業地帯においては,
肉やチーズの消費が急速 に増大 している と述べ てい る。 さらに彼は,農 業地帯
におけ る労働者 さえ もが,時 々肉料理 のついた 夕食を楽 しんでお り,ま た少量
のチーズ とともに乾燥 したパ ンを食べてい るこ とをつけ加えてい る⑳。
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ケアー ドは,量 的には きわ めて少 ないが,当 時 としてはす こぶ る画期的 な著
書 であったr保 護に代 る最良の方法 としての自由契約下 での高度集約農業』に
お いて,自 由貿易 にかたむい ている資本主義的農業経営者の立場を代表 しなが
ら,農 業保護はかえ って農業経営者に有害 であ り,混 合農業 を内容 とした高度
集約農業 こそが彼 らに とって有効であ ることを提唱 してい る。そ して彼は,高
度集約農法 の展 開に よって,農 業経営者の年間所得 を旧農法 の場合の4倍 に引
上 げ ることができた と強調 してい る伽。
混合農業 は,四 輪作農業に放牧 プラス畜舎内での家畜の飼育 とを結合 した ノ
フォー ク農業に,そ の原型を発見す ることがで きるが,産 業革命が終了 して,
その工業的 ・商業的成果を農業が享受 し うるよ うになると,さ らに発展 して高
度集約農業 の形態を とるよ うになる。 ここにおいては,穀 物 と くに小麦 の価格
の下落に よる損失を,よ り多 くの資本を土地 ないしは農業に投下す ることに よ
って,小 麦 の収穫量を増大 し,さ らに価格的に有利 な畜 肉や酪農製品を より多
く生産す ることに よって,か えって高収益を確保す ることが可能 となる。
ケアー ドは,1850-1851年当時において,(第2表)が 示 してい るよ うに,イ
ギ リス本島を北か ら南へ走 ってい る中心線の東側 の地域を,イ ソ グラソ ドの主
要 な穀物地帯 と考えてお り,そ れに対 して中心線の西側の地域 を 主 と し て 牧
草 ・青刈飼料作物 ・酪農な どの行 なわれ てい る地帯 と考えてい る㎝。
ケアー ドの地図における中心線 よ り東側 の地域す なわち イングラン ド北東部,
東部,南 東 部,南 部は,乾 燥 した砂質壌土の地帯であ り,小 麦価格の下落を,
よ り多 くの資本投資を行 なって農業 の改善をはか り,よ り多 くの穀物を生産す
ることに よって相殺 し,さ らに価格がむ しろ上昇傾 向にあ る畜肉の生産に よっ
て カバーし,高 収益を確保す ることがで きる資本主義 的混合 農業経営を完成 し
た地域 である。 また ケアー ドの中心線の西側の地域,す なわ ち イン グラソ ド北
西部,西 部,南 西部,そ れにス コ ットラン ドは,畜 産物価格の好況に よって,
穀物価格 の下落 を カパーす ることがで き,資 本主義的混合農業経営を発展 させ
ることができた地域 である。 したが って イギ リス農業 の 「黄金時代」 をささえ
ていた ものは,穀 物 とくに小麦価格の上昇 では な く,そ の収穫量 の増大 であ り,
































前述 した ところからほぼあ きらかな ように,高 度集約農業 は,新 しい排水技
術 の採用,施 肥,家 畜 の飼育,輪 作,機 械化な どに よって1エ ーカー当 りの生
産高を最高に保つための集約農業を意味す る伽。
地主の土地への改 良投資は,と くに不況期に地代の減少 を防止す るかまたは
緩和す るために拡大 された㈲。 土地改 良投資のための中心は,排 水事業 のため
の投資であ り,1847年か ら1872年の間に土地改 良会社や国庫からの土地改 良の
ための投 資額 の うち70パーセソ トが排水事業 のために投資 された伽。排水事業
は,1820-1830年代の不況期 にその必要性がみ とめ られ,借 地農に対す る地主
の援助に よって行 なわれは じめた。 この ように排 水事業は,最 初地主 の個人的
資本の援助に よって行 なわれた。 しか し排水事業の一般化は,1840年代か らで
あ り,し かも穀物法撤 廃に よって促進 された。
19世紀前半の諸不況期において,も っとも深刻な打撃を受けたのは,イ ン グ
ラン ド全耕地の50パーセン トに も達 していた粘土質壌土(重 質壌土)に お け る
穀作農業であ った。 この ような粘土質壌土においては,ノ ーフ ォー ク農業の重
要 な構成 要因であるかぶ らやgreencropsの栽培 がほ とん ど困難 であ ったため
に,飼 料不足をひ きお こして牧畜ないしは畜産業を大 々的に行な うことができ
ず,そ の結果,肥 料不足をつ くり出し,穀 作 と くに小麦 の栽培が うま くいか な
い状態をつ くり出 していた⑳。
ノーフ ォー ク農業は,砂 質壌土(軽 質壌土)へ の泥灰土施用 ない しは 粘 土 施
用 に よって土地改良を行 な って,農 作物の生産を著 し く増大 させたが,粘 土質
壌土 の排水 には十分 な効力を発揮す ることが できなか った。19世紀 中葉の高度
集約農業が,こ の重 要課題 を解決 していかざるをえない情況にあ った。
(3)産 業革命の成果とハイ ・フ ァー ミング
大規模 な土地改良事業 の技術的基 礎は,1830-1840年代における農地排水設
備の設置の進展 と,そ れの もっとも重要 な材料 となる排 水 用 土 管(claydrain-
pipes)の製造にあた っての大 量生産方式の成功的な採用 とに よ っ て 完 成 さ れ
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た伽。 産業革命に よる工場制工業 の発展 が,一 般の商品の大量生産 を可能に し
たばか りでは な く,農 業 技術の発展を促進 した ことは事実 である。 この ように
1840年代に排水用土管 の大量生産に成功 した。 この ことに よって,イ ン グラン
ドのいた るところに散在 していた粘土 質壌土 の排水を実際上可能にした四。
排水施設 の施 された土地においては,greencropsが輪作に とり入れ られ,
と くに以前 から イギ リスに存在 していた一般のかぶ ら よりも重 質土に適合 して
いたmanglodsやスエ ーデンかぶらが輪作に とり入れ られ ることとなった。 そ
の結果,多 くの飼料を獲得す ることが できる ように な り,家 畜の飼 育はい っそ
う 発展 し,ま た よ り多 くの天然肥料 を うることが できるよ うにな り,穀 物やそ
の他の農産物の生産をい っそ う増大 させ ることが可能 とな った。
ジ ョ ・ー一ソズに よれば,1847--1872年の 「黄金時代」に,7,381,000ポン ドの政
府資金 と巨額 の個人資本 が,粘 土質壌土の排水事業 のために投資 された。 しか
しそれ らの多 くの資本は,必 ず しも有効に活用 され なか った。ベ イ リー ・デン
トン(BaileyDenton)やケアー-F'のようなもっとも経験に富んだ高度集 約 農 業
の解説者は,投 資 の恩恵 を受けた土地 の20パー セソ ト,あ るいはそれ以下 の も
のだけが1873年までに排水施設が施 された にす ぎなか った と結論づ けているca。
農業改 良事業 の うち,農 地排水事業 に もっとも多 くの資本が投下 された こ と
は,前 述 した通 りであ るが,し かしそれ らの多 くの資本が十 分活用 され なか っ
た ことも事実 であ る。 そのために トソプ ソソ(Dr.EMI^Th・mps・n)が指摘 し
てい るよ うに,地 代 の上昇は,土 地改良のために支出 された資本量 の増大に比
例せず,地 主 が土地改良のために資本 を借入れた ときの利子 よ りも低い利潤 し
かえ られない状態 さえ生 じた從。 「黄金時代」 といわれた時期におけ る農 業 へ
の過剰投資は,し だいに この ような状態 をつ くり出した。
産 業革 命の進展に よって,工 場制工業は,農 業用機械 の生産分野に まで進 出
す るにいた った。資本家的借地農に よる農業用機i械の使用は,1850年代か ら急
速に行 なわ れ るよ うに なったが,打 穀機(threshingmachines)tこついては,そ
れ より以前の時期から長い間使用 され,労 働者 の冬期雇用 を圧迫 していた。そ
して蒸気打穀機は,1850年以後一般 化 した。 馬引条播機(horse・drawndrills)
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や耕 転機(cultivat。rs)のよ うに広汎 に使用 され るよ うに なっ た 機 械 は,mole
plollgh(打穀機の使用は,労 働者の雇用を圧迫したが,moleploughの使用は,む し
ろ労働力に対する需要を増大させた)の よ うな機械 とともに条 播 農 業(散 播農業に
対して)の 地域を拡 大す る方 向をつ く り出した働。
さらに簸 別機や かぶ ら切断機 な どの農業用機械器具な どが工場 で大量生産 さ
れた。 また蒸気機 関は,原 動機 として動 力粉骨機や ポンプやかぶ ら切断機や脱
穀機 な どと連結 され て,そ れ らの作業機 の能率 を急速にた かめ る こ と と な っ
た田。
収穫 期におけ る労働 力不足は,農 業経 営者を して,雨 の被害に よる作 物の減
収をい くらかでもやわ らげ るために,1851年にハ イ ド・パー ク(HydePark)で
開催 された大博覧会(GreatExhibiti・n)に出品 された ア メ リカ製収穫機(Ameri・
canreapers)を賃借 または購買せ しめ る結果をつ くり出 したas。ケ ア ー ドは,
「黄金 時代」が終了す る頃,す なわち1870年代 までに40,000台の収穫i機が使用
され るにいた った と推 定 してい る。
農業用機械が採用 され ることに よって,た しかに人間労働力が不用に なった
ことも事実 であ るが,他 面,機 械 の有効 な使用 に よって,農 地は今 まで以上に
拡大 され,高 度集約農業は,よ り広大 な土地の上 で本格的 に展開 され るように
なった ことも事実 であ る。 そ こで生垣 を掘 り出 した り,堤 防や溝をたい らに し
た りす るために新 し く多 くの労{動力が必要 にな った りした。 さらに荒蕪地 のあ
らた な開拓が行 なわれた地域においては,多 くの婦女子 が石 を除いた り,草 を
とった りす るため に雇用 された。 そ うす ることに よって,機 械 で耕 作でき る土
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われ る。 したが って高価な労働手段な どに多額 の資本 を使用 した こ とはもち ろ
んであるが,そ ればか りではな く,多 くの人間労働 力を使用 した労働集約 的な
農業機器 に依存す る面 もか な り大 であ った と言い うるes。
カール ・マル クスも以上述ぺて きた よ うな高度集約農業に関 して次の ように
総括 してい る。 「穀物法の廃止(AbschaffungderKomgesetze)は,イングラン ド
の農業に老大 な衝撃を与えた。極め て大規模 な排水や,舎 飼お よび人為的秣栽
培の新方式や,機 械 的施肥装置の採用や,粘 土地 の新処理や鉱物性肥料の使用
増加や,蒸 気機 関お よびあ らゆ る種類 の新作業機 な どの使用や,よ り集約的な
'
耕作一般が,こ の時代を特徴づけ る。王立農業協会会長 ピュジー氏の主張に よ
れば,(相対的)経 営 費はあ らた に採用 された機械類に よってほ とん ど半減 され
た。他面,積 極的な土地収益が急激 に増加 された。1エ ー カー当 りの投資額 の
増加が,し たが って また借地集中の促進が新 方法の基礎条件であ ったen。」さら
に,「穀物法の廃 止後に イギ リスにおけ る耕作 がい っそ う集約化 され た と き,
従来の小麦作付地の大量は他の諸 目的,こ とに牧場に使用 されたが,こ れに反
し,小 麦に最 も適 した豊饒 な地域 は排水設 備を され,ま た,そ の他 の改良を加
えられた。か くして,小 麦栽培のための資本は従 来 よ りも狭い地域 に集積 され
た㈱」 とも言 ってい る。
高度集約農業 の時代あ るいは 「黄金 時代」 にお いて,イ ギ リス農業は もっと
も発展 した。 イン グラソ ドにおいては,1846年か ら1856年までに,耕 地面積は
464,119エー ヵ一増加 した。1867年には,イ ソグラン ドの総耕地面積13,386,
006エー カー-tウエ ィルズの総耕地面積1,046,000エー カー,ス コッ トラソ ド
の総耕地面積3,326,000エー カーで あ り,そ れ らを合計す る と17,758,000エー
カー となった。 さらに1870年には,イ ン グラソ ド13,729,000エー カー ウエ
ィル ズ1,120,000エー カー,ス コッ トラン ド3,485,000エーカーであ り,そ れ
らを合計す ると18,334,000エー カーに増大 した。 とくeeIS70年の イソグラン
ドとウエ ィルズの総耕地 面積は,14,849,000エー カーであ り,こ の数字は,そ
れ までの最高であ り,そ れ 以後今 目にいた るまで更新 された こ とのない最 高記
録であ った田。
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以上の よ うに,耕 地面積が増大 していた に もかかわ らず,イ ングラソ ドにお
いては,本 来 的農…耕民 の数は,1851年1,241,269人から,1861年1,163,227人
に減少 した。'また イン グラン ドにおいては,1851年か ら1871年までに,20エ
ー ヵ一以下 の借地農場 は,900以上 も減少 し,50-70エー カーの借地農場は,
8,253から6,370に減少 した。100エー カー以下 の他のすべ ての借地 農場におい
て も同様 に減少 した。 これ らに対 して同じ20年間に,大 借地農場の数は増加 し
た。すなわ ち300-500エーカーの ものは,7,771から8,410に,500エー カー以
上の ものは,2,755から3,914に,1,000エー カー以上の ものは,492から582
に増加 した姻。
す なわち 「黄金時代」においては,小 借 地農場 が没落 して,資 本家的大借地
農場が増大 し,発 展 した。 したが って この時代は,大 規模 な資本主義的農業 の
「黄金時代」 であった と言い うる。
「黄金時代」におけ る高度集約農業は,一 方 において耕作面積 の 拡 大,よ り
集約的な耕作 と牧畜 ない しは畜舎での飼育の発展,土 地に合体 され て土地 の耕
作に投入 された資本 の未曾有 の蓄積,イ ングラン ドの農業史上に類例 のない土
地生産物の増加,土 地所有者 の地代収入お よび資本家的借地農業者 の富の増大
(「黄金時代」のかげりの発生とその後の不況期の中でやがてあやしいものになって行 く
のであるが)を もた らし,他 方におい て農村人 口の減少 と小借地農場 の 消 滅 を
もた らし,全 体 として農村の活 力を喪失 させ る こととなった。
小土地保有農民は,資 本規模が小 さ く,し か も土地 の面積が小 さか ったため
に,十 分 な農業経営を行 な うことがで きず,資 本 と土地の集中を基盤 としてい
た高度集約農業を展開 していた地主や 資本家的借地農に よって,圧 殺 され るも
のが続出した。 また小規模借地農は,短 期契約 で土地を借 りてい る場合が多か
ったため,土 地改良投資を長期にわた って安定的に行 な うこ とがで きず,経 済
競争に敗北 して,没 落す るケースが きわめて多か った。
さらに男子の農業労働者の雇用機会 は,中 小農業経営の没落,部 分 的ではあ
るが機械の採用,よ り安価 な婦女子労働 力へ の切替えな どに よって縮 小せ ざる
をえ なか った。 なお彼 らは,1834年にス ピーナ ムラン ド制度が廃止 され て,新
































































































































































































































































































































































































































































以上の よ うに,小 農民や農業労働者の貧窮化 と没落が繰返 し行 なわれ たが,
「黄金時代」 の イギ リス農業は,資 本主義的生産様式をi基盤 とした新農 法 と 高
穀物価格の維持 とに よって,未 曾有の繁栄を経験 した。す なわち,こ の イギ リ
ス農業 の繁栄は,巨 大地主 の下への大規模 な土地 の集積 と資本家的大規模借地
農の登場,地 主や農業 資本家に よる土地へ の集約的巨大投資を テコとした 高度
集約農業 の展開に よることも事実であるが,さ らに この大繁栄を もた ら した も
のは,1846年の穀物法廃止後1874年まで,(第3表)に おい てあ きらかな よ う
に,高 穀物価格が長 期間にわた って持 続 され,し か も穀物への需要が増大 した
ことにかか ってい る。
高穀物価格持続の理由 として,①1845-1846年当時,イ ギ リスをはじめ とす
るほ とん どの ヨー ロッパ諸 国におけ る穀物の不作に よる供 給 不 足 の 発 生,②
1854-1856年の ク リミア戦 争に よるロシアか らイギ リスへの穀物輸 出の一 時 的
中断,③ ア メ リカ合衆国や カナ ダの奥地か ら大西洋を越えて イギ リスへの穀物
輸送費が,鉄 道 の未発達 と商船隊 の輸送能力の不十分 さのため にきわ めて割高
であ った こと,④ ビク トリア中期におけ る工業的繁栄 に もとつ く穀物需要 の増
大な どをあげ ることがで きる細。
す なわ ち産業革命後,と くに ビク トリア中期の農業 におけ る繁栄期,す なわ
ちその 「黄金時代」をつ くり出 した ものは,外 的には,当 時,戦 争 とか,革 命
とか,不 作 とか,交 通手段 の未発達 とかがかさな りあ って,諸 外国が大量 の農
産物を イギ リスへ輸 出で きない事情にあ った ことである(こ こでは外 的事情 に
ついてのみ説 明してい るが,前 述 した ところか らもあ きらか な ように,当 然 内
的事情につ いても十分考慮 しなけれぽな らない)。しか しこの よ うな 状 態 は,
そ う長続 きせず,か ろ うじて1873年まで続いたが,そ れ 以後大不況をむか え る
ことに な り,交 通手段の発達 とともに,外 国 と くに アメ リカか ら安価 な穀物が
流入 して イギ リス農業を困 らせ ることとなった。
(1)A.H.Johnson,TheDisappearanceoftheSmallLandotvner,1909,pp.90-91.拙稿
「第2次 土 地 囲 込 み と 自営 農 民 の 消 滅 」,明 治 大 学 商 学 研 究 所 編 『明大 商 学 論 叢 』 第62巻 第1号,
1979年,17-18頁。
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(2)PaulMantoux,ThelndustriaiRevolutionintheEighteenthCent"ry,1927,PP・145・-
146.(ポー ル ・マ ン トー著,徳 増 栄 太 郎 ・井 上 幸 治 ・遠 藤 輝 明 諸 氏 共 訳r産 業 革 命 』,1971年,




1930,p・298・拙 稿 「1660年b・ら1846年ま で の イ ギ リス 穀 物 法 の歴 史 的 意 義 」,明 治 大 学 商 学 研
究 所 編 『明 大 商 学 論 叢 』 第64巻第4号,1982年,6頁 。
(5)LordErnle,EnglishFarmingPastandPresent,6thed.,1961,P・319・
(6)LordErnle,op.cit.,p.34g.
、(7)'LordErnle,eρ.cit.,P;349.毛利 建 三 氏 「産 業 資 本 確 立 期 に お け る イ ギ リス 穀 作 農 業 の 発
展 」,川 島 武 宜 ・松 田智 雄 両 氏 編 『国 民 経 済 の 諸 類 型 』,(「大 塚 久 雄 教 授 還 暦 記 念!)第2巻,1968
オ
年,127頁。 福 士 正 博 氏 「ハ イ ・フ ァ ー ミン グ に お け る イ ギ リス資 本 制 農 業 と農 業 労 働 隊 制 度 」,
土 地 制 度 史 学 会 編 『土 地 制 度 史 学 』 第80号XX-4,1978年,23頁。
〈8)毛 利 建 三 氏,前 掲 論 文,153頁 。
(g}J.D.Chambers&G.E.Mingay,TheAgricutt"ratRevotutionl750-188θ,1978,p.127.
⑩PaulMantoux,oρ.cit.,P.144.(前掲 書 邦 訳,173頁)。




⑭ 毛 利 健 三 氏,前 掲 論 文,136頁。
㈱EL.Jones,op.cit.,p.104.J.D.Chambers&G.E.Mingay,Opcit.,p.184.
個 荒 井 政 治 氏 著r近 代 イ ギ リス 社 会 経 済 史 』,1968年,154頁。
⑰LordErnle,opcit.,pp.364-365.
⑬J.H.Clapham,op.cit.,P.406.








ケ ア ・ー一ドel,ス コ ッ トラ ン ドで,冬 で も温 暖 なWigtownshireのLuce湾 に 面 した260エ ー
カ ーの 農 場 に お け る 実 験 の成 果 を,旧 農 法 と新 農 法(高 度 集 約 的 農 法)と を 採 用 し た 場 合 の 比 較
の か た ち で 説 明 し て い る 。260エー カ ー の 農 場 は,苔 で お お わ れ た 土 地 を 開 拓 し た30エ ー カ ー の
土 地,白 と黒 の 砂 が 混 入 し た40エ ー カ ー の 荒 地,高 度 集 約 農 業 が 行 な わ れ た 場 合,大 麦 や か ら
(157) ハイ ・ファー ミングの過程19
す麦 よりも小麦の栽培に適した125エーカ ・ー一の軽い砂 まじりの土地,そ れからかぶ ら栽培用にす
ぐれた65エーカーの土地な どから構成 されていた。 彼は,農 業生産力増大の原因が,多 量の飼
料や肥料の生産 とそれらの活用にあ ることを強調し,こ こで研究開発 された指 導原 理(leading
principle)が,穀物 と全 く異 なった作物,す なわち緑色作物(greencrops)や牧草(grass)や
ま ぐさ(forge)などに依存す る点が高いとい うことを指摘 している。 旧農法においては,農 地
の4分 の3が 穀物生産のためにあてられ,4分 の1が 緑色作物の生産のためにあてられ ていたが,
高度集約農業においては,農 地 の5分 の2が 穀物生産のため8こあてられ,5分 の3が 緑色作物の
生産のためにあてられるように変 り,し かも新農法においては、肥料や飼料のために多額の資本
が 支出され るようになった。 ノーフ ォーク農業 においては,家 畜を飼育する最大の目的は,食 肉
を生産することよりも,肥 料としての糞尿を得ることによって穀物を増産することにあ ったが,
ヶアー ドの提唱する高度集約農業においては,家 畜を飼育す ることは,穀 物増産の手段であるば
か りではな く,穀物同様に,食 料としての肉の増産を行な うことにつなが っていた。穀物価格が
比較的高 く維持されていた1870年代初頭までは,穀 物増産にやや重点がおかれたが,そ れ以後
は,次 第に畜産強化の方向がいっそ う明確になった。 ケアー ドは,輸入された肥料の豊富な供給,
人ロの増加,そ れから結果的におこる野菜や酪農生産物に対す る需要の増加や 肉消費量の増加,
鉄道や蒸気船の発達に よる生産地 と消費地の輸送時間の著 しい短縮などの諸条件は,農 業生産体
系全般を変革 して,従 来の農業を高度集約農業たらしめるにいたると指摘 している。 また彼は,
当時の高度集約農業が行なわれてい る場合においては,農 業経営者は,彼 らの資本 と熟練に対す
る満足な報酬を獲得 し,し か も地主は,地 代の増加 を確保す ることができ,し かもこの地代の増
加が,地 主によって,家 屋の設備や排水設備に投入された資本に対す る正当な報酬に相当するも
のであるとみている。なお彼は,労 働者に対する雇用が3倍 に増大し,小 農場においてさえも,
臨時雇いの労働者に対す る需要の増加が,役 らの個人的報酬におけ る増加を伴 った ことを述べ,
しかも労働者の家庭 内設備の改善 とともに,約5分 の1に のぼ る賃金の増加が,労 働需要の増加
の当然の結果(naturalresultofincreaseddemandforlabour)として発生し,し か もそれ
は,一 般的1こは,土 地の生産性増加の随伴物(concomitantoftheincreasingproductiveness
ofthesoil)であ り,部 分的には農業経営者の利潤増加の 当然の反映(Naturalreflectionof




ケアー ドは,高 度集約農業における生産力をあまりに過大評価したために,そ れが農業利潤,
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伽 椎名重明氏 「ハイ ・ファー ミングと土地改良資金の調達一 とくに地主の改良投資と継承的不
動産処分について一 」,立正大学経済学会編 『経済学季報』第16巻第2号,1966年,119-120頁。
なお椎名氏は,西 部 イングラン ドおよび ウエ ィルズ土地改良会社が,設 立当初から!873年まで
に扱った改良事業の うち,金 額にして全体の3分 の2が 排水事業に投資され,し か も当時の土地
改良会社の場合,貸 付総額約300万ポン ドの うち167万ポン ド(約56パー セ ソ ト)が,排 水事業





び私的な借入金,土 地改良諸会社からの借入金,国 庫補助金などがあ る(椎名重明氏,前 掲論文
110頁)。さらに穀物法廃止後,地 主 との長期借地契約を締結していた借地農は,年 々1エ ーカー
当 り8ボ ン ドではな く,12ボ ン ドの投資を義務づけられていた(KarlMarx,DasKapital,
dritterBand,S.774.(カール ・マル クス著,長 谷部文雄氏訳 『資本論』第3部 下,1023頁)。
したがって,借 地農 も自己資本および借入資本をとりまぜて土地改良投資を行なっていたと言い
・うる。
BDELJones,opcit.,p.30.(前掲書邦訳,.135頁)。
'働 」.D.Chambers&GE.Mingay,ep.cit.,p.189.
㈱ 小林茂氏,前 掲書,58頁。
⑭J.D.Chambers&G.E.Mingay,ep.eit.,P.190.
倒J.D.Chambers&G。E.Mingay,op.cit.,p.189、
㈱ 福士正博氏,前 掲論文,24頁。L
朝KarlMarx,DasKapital,ersterBand,S.714.(カール ・マルクス著,長 谷部文雄氏訳
r資本論』第1部 下,1042頁)。
㈱KarlMarx,1)asKapital,dritterBand,S.731.(カール ・マルクス著,長 谷部文雄氏訳
『資本論』第3部 下,958頁)。
悶 小林茂氏,前 掲書,63-64頁。ChristabelS.Orwin&EdithHWhetham,Historyθ∫
BritishAgriculture1846-1914,1964・参照。
⑳KarlMarx,1)asKapital,erster・Band,S.714.(カール ・マルクス著,長 谷部文雄氏訳
『資本論』第1部 下,1043-1044頁)。
⑳E.L.Jones,op.cit.,p.18.(前掲書邦訳,lo7-108頁)。
